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(昭和55年9月24日 受理)

1.緒 言

ウ コソ(CurcumalongaLinn.)は シ ョウガ科(FamilyZingiberaceaeDこ 属 す る熱 帯植

物 であ る.東 南 アジア地方が原産地 と見 なされ てい る.ウ コソの地下茎を掘 り採取 して,

古 代文明国 では医薬(止 血剤),染 料 お よび香辛料 として多 目的に用いた.染 料 と しては

黄 色染めに使い,古 代 メソポタ ミア1)に お いては,さ らに藍 との交染で緑染めを行 なった .

古 代エ ジプ トも1500BCの 墳 墓か ら染布が 出てい る.古 代の近 東諸国にお い て ウ コ ンを

IndianSaffronの 名 で呼んだ .こ の ことか らイソ ドか ら伝来 した と考 え られ る.東 南ア ジ

アのイネ栽培 国2)で は,ウ コソを染料,医 薬 として用い るのみ でな くカ レー 粉(Curray

Powder)を 造 り愛好 して現在 に至 ってい る.ウ コン色素 の構造研究3)は,欧 洲 の化学 者達

に よって今世紀初頭 に究 明され 図1の 構 造式が与え られ クル ク ミソ(curcumin)の 名 が付

CH/CO・CHZ:CH・C6H5a¥CO
・CHZ:CH・C6H5

図1.ク ル ク ミ ンCurcuminC19H、802構 造 式

け られ てい る.ま た この黄 色素はアル

カ リに よって赤変 し,酸 に よって黄 色

が冴え るので試験紙 として用 い られ て

い る.ウ コンは クル ク ミンのほかに,

油,で んぷん,ペ クチン質が含まれることが従前の研究で知 られている.本 研究は染着因

子である水溶性成分の吟味,黄 色染めと,藍 との交染による緑染めの条件および金属塩の

媒染効果を知る目的を以て行なった.

2.実 験

2.1材 料

2.1.1試 験 布

上代か ら使用 され てい るBombyx属 の家 蚕の糸で織 った絹布を用いた.木 綿布は天竺

木綿を使い,麻 は越後上布 で雪 晒を した 貴重 品であ る.

2.1.2ウ コ ン

ジャワ産 のウコソ(昭 和54年9月 輪入 品)を 用いた.こ の ものは ウ コ ン の 根 茎 を1～
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1.5cmに 細 断 した 品で,使 用に当 って電動式小型粉砕器にかけ て経3mmの 粉 末 とした.

水 分=14.08%,灰 分=6.31%,メ タ ノール抽 出分=33.16%.

2.1.3椿 灰

既報4)の 山椿 の葉 を乾燥 し古法 に よって灰 化 した.

2.1.4灰 汁

椿灰を飽和水熔液 とした.Ph・-9・6

2.1.5築(す くも)

阿 波産の製品4)を 用 いた.水 分=34.51%,灰 分=43.32%,メ タ ノ・一一ル抽 出分=20.37

%.

2.1.6麩(ふ す ま)

大 阪府高槻市 の製粉所か ら入手 した.水 分=9.89%,灰 分=6.33%.

2.1.7石 灰

局法酸化 カル シウムを乳鉢 中で磨 りつぶ し細粉 に した.

2.2ウ コ ン水溶性多糖類の分離

2.2.1ウ コ ン水溶成分の抽出

ウコソ風乾粉 末5.Og(乾 燥 無灰分 と して3.98g.)を 容 量300mlの 丸 底 フラス コに入

れ,150mlの 蒸 溜水 を加え,空 気冷 却器を付け,湯 浴上に1時 間加熱 し,放 冷後,溶 出

液 と残渣に別け る.残 渣は再び100m1の 蒸 溜水を加x.て 同様 に加熱 す ること2回 の後に

溶出液を合わせ,減 圧 の下に40CCで 濃 縮す る.濃 縮液に 白色沈澱 の生成が完 了す るまで,

99%エ タ ノールを加},静 置 して上澄液をdecantationし て,遠 心分離機(50C,5000廻

転/1分 間)に かけ る.溶 液は減圧下に濃縮 してsyrupと した.

ア ル コール可溶性 シラップ=0.50g.

2.2.2ア ル コール不溶 成分

2.2.1で 得 た沈澱 を小型 グラス ・フィル タ・一一上に集め,ア ル コ.一一.ル,つ いでエ ーテルで

洗浄 し,減 圧 の下 に乾燥 した.

灰 白色固体=0.229

2.2.3ア ル コール不溶成分 の精製

2.2.2の 沈 澱 の100mgを 温 水に溶か し,獣 炭を小量加 えて,か きまぜ て濾過 す る.櫨

液を濃縮 して99%エ タ ノールを加え再沈澱す る.こ れを グラス ・フ ィル ターで濾 別 し,ア

ル コール,つ いでエ ・一一テル で洗浄 し減圧乾燥 して白色 固体を得た.

収 量=70mg.

こ の 白色物質は沃度一澱粉反応が顕著 である.

2.2.4ア ル コール不溶分 の酸 加水分解

2.2.3の 試 料30mgを テ フロン製反応管(容 量20ml)に 入 れ,IN-H2SO42mlを 加

}
,100QCの 湯 浴 中に密栓 して浸 し1時 間水解 す る.水 解液は100mlの ビ.一力.一一.中に,

水 洗 して移 し,炭 酸 バ リウムで液 を中和 し,濾 別す る.櫨 液 と洗浄水を合わせ,35。Cで

減圧下に濃縮 して淡黄色透 明の シラヅプを得 た.

Syrup=20mg.

この シラップは,フ ェー リソグ溶液 を加熱に よって直ちに赤変 し,オ ル シン反応お よび ナ

フ トレゾル シン反応 は ともに陽性であ る.

2.2.5水 解 物 のペーパ ークロマ トグラ フィー

東洋濾紙No.51の24×38cmの 下 端7cmの 水 平線上に ウコソ水解 シラ ップ(5γ)を
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図2.ペ ー パ ー ク ロマ トグ ラ ム

表1.Rf値 と発色による区別
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中心 に して,1.5cm間 隔 で,

グル コース,マ ソノ・一一ス,ガ ラ

ク トース,フ ラク トース,ラ ク

ト.一ス,マ ル トース,セ ロピオ

ース,ア ラピノ・一一ス,キ シロー

ス,ラ ム ノース,グ ル クロン酸,

グ ル クロノラク トソ,お よびガ

ラ クチュ ロン酸 の微量 を毛 細管

を以 てそ の水溶液をSpotし た.

展 開液はBuOH:ACOH:H20

=4:1:2の 組 成 である
.24～

25。C.21時 間 後,濾 紙 を取 出

し,風 乾後に 〇-Aminophenol

-H3PO4/Alcohol溶 液 を櫨紙面

に噴霧 し,120。Cの 乾燥器 に入

れ,発 色 させた.図2.は 得 られ

たペ ーパ ークロマ トグラムで,

そ のRf値 と発色に よる区別を

表1に 示 した.

この結果は ウ コ ン水 解 物 は

Rf=O.39青 色 のア ラビノース,

Rf-0.34褐 色 のグル コース,

お よびRf-0.29紫 色 のグル ク

ロソ酸 の存在が判 明 した.

2.2.6水 解 物 の ガ スク

ロマ トグラ フィー5)水

解 シラ ップ10mgを10mlの 水 に

溶か し,NaBH450mgを 加 え て30分

間 室温でか きまぜ る ・反応後,酢 酸 を

加え,excessのNaBH4を 分 解 し,

ア ンバ ーライ トIR-120(H+)を 加 え

30分 間 か きまぜ る.濾 過 して濾液 に メ

タノールを加えつつ濃縮 し乾 固す る.

つ ぎに濃塩酸1mlを 以 て溶か した後,

減 圧下に乾固す ること3回,充 分乾燥

させて0.05mlのTMS化 剤(TMS-

HZ,東 洋 化成)を 加えてTMS化 す

る.こ れを分析にかけた.カ ラムは3

%のSE30を コ ー トした ク ロモ ソル ブ

Wを つめた1.5m長 の ガラスカラム

を用い,185。Cの 条件であ る.そ の結

果,図3の ガス クロマ トグラムが得 ら
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れた.本 図に よると大部分は2.2.3

の澱 粉に 由来す るグル コ・一一スが主成

分 であ り,グ ル ク ロン酸 とア ラビノ

ースは アラボウ ロン酸 と して存在す

ることが推 定 され る.

2.3染 色 実験

2.3.1絹 布 の灰 汁練 リ6)

ウ コ ソ色素の吸着を増すた めに,

古 代法に よる灰汁 練 りを 行 な う.

250mlの ビ,一一.カーに100m1の 灰 汁

(50ml灰 汁+50ml蒸 溜 水)Ph.=

8.5を 入 れ沸 と う浴中に保つ .7×

28cmの 未 晒絹布 を灰 汁中に浸 し,

時 々か きまぜ る.1時 間 後に湯浴か

ら絹布を取出 して絞 り,新 た な沸 と

う蒸溜 水中で絹布に付着 した灰汁か

らの金属塩 を除 き,充 分水洗 して絞

り風 乾 して試験染布 と した.綿 布 も

同 じ操 作を して ス トヅクした.

2.3.2ウ コ ン染 液の調製

ウコン粗 粉10gを 清 浄な木綿袋

に入れ,口 を紐で しば る.容 量500

mlの ビ ーカ・一に移 し,蒸 溜水200

mlPh.=6.2を 加 えて,ビ ーカーを

沸 と う浴中に浸 し,20分 色 素を抽 出

す る.抽 出液を取 り去 り,さ らに

図3.ガ ス クpマ トグラム200ml蒸 溜 水を加x ..て同 じ条 件 で

2回 目の抽出を行な う.抽 出液を合わせ て染液 と した.

染 液収量 一340ml.

2.3.3染 色

容量250mlの ビ・一一カーに染液100mlを 入 れ,98～100。Cの 湯浴中に漬け る.絹 布お

よび綿布 の7×28cmの も のを染液中に浸 し,時 々布をか きまわ す.15分 間 後,ビ ーカー

を湯 浴 よ り取 出 して10分 間 放冷 して布を上げ,軽 く絞 って,水 中に5秒 間濯 ぎ絞 って風 乾

す る.1回 染 色毎に7×7cmのstripを 切 り放つ.染 液は2回 毎 に更新 した.次 に灰 汁

媒染 の場合 は同 じ条 件で染 色操 作を行ない,染 液か ら取 出 し絞 って,椿 灰 汁液 中に5分 間

漬 けて絞 り,水 洗 して風 乾 した.

2.4反 射 率曲線 と値色値7)

2.4.1絹 布 の反射率曲線 と測色値

2.3.3の 染 布はMacbeth社MS-2000,Spectro-Photometerに よ って,380～700mmの

反 射率,20nm毎 に 自働記録 させ,C・1・E.標 準 光D65の も とに2。 視野 でのデータ ーに

よって,反 射率 曲線を作 図 し,x,y値 に よ り大型C.1.E.色 度 座標 図に よって え。お よび

Pe(%)を 求 めた.図4は 絹布 の反射 率曲線であ り.表2は その測色値 である.そ の反 射
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図4.ウ コン染絹布の反射率曲線

表2.ウ コ ン 染 絹 布 の 測 色 値

染 色 回数

-
占

9
臼

Q
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4
凸

XDYDZD

54.0660.4612.05

52.2757.8413.42

45.5148.999.85

41.9143.655.78

y

.4271.4776

.4232.4682

.4362.4694

.4588.4779

λ♂Pe(%)

574.485.84

573.770.80

574.875.00

576.483.04

率曲線は黄色波長570～590nm付 近で特色ある弧を画いている.表2に 示された主波長

は典型的な黄色波長値574～576nmで 染色回数 とパラレルに黄色を深めている.刺 激純

度Pe%の 値は80%を 越}る.

次に灰汁媒染ウコソ染絹布の反射率曲線を図5に 測色値を表3に 示す.図5の 反射率曲

線は図4と 大差は無 く,表4の 主波長も変化少なくPe(%)は 下降しウコン染色には媒染

効果は認められない.

表3.ウ コン染絹布(灰 汁媒染)の 測色値

染 色 回数

¶⊥
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0
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59.2264.1613.72

57.8961.8611.14
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y
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.4423.4726
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λ♂Pe(%)

573.074.34

574.672.57

575.377.68

575.175.00
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図5.ウ コ ン染 絹 布(灰 汁 媒 染)の 反 射率 曲 線
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図6.ウ コ ン染 綿 布 の 反 射 率 曲 線
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2.4.2木 綿布の反射率曲線と測色値

絹布に較べて綿布はその染着性に及ぼぬのが既往の染色結果であった.ウ コン染色も同

じ傾向を示す.図6お よび表4に,そ の反射率曲線と測色値をかかげる.そ の主波 長 は

575nm付 近,Pe(%)-75%で あ り,絹 に較べて小差は認められるが,美 しい黄色である.

木綿布の灰汁媒染の反射率曲線 と測色値を図7お よび表5に 示す.絹 の場合と同様にその媒

染効果は認められずPe(%)も 低下 している.

表4.ウ コ ン 染 綿 布 の 測 色 値

染 色 回 数
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図7.ウ コ ン染 綿 布(灰 汁 媒 染)の 反 射 率 曲 線

表5.ウ コン染綿布(灰 汁媒染)の 測色値

染 色回 数

ー
ム
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2.5金 属 塩の媒染効果8)

2.5.1媒 染 金属塩溶液

ウコソ色素の クル ク ミソは金属塩に よって多 くのshadesを 与}る 事が知 られ てい る.

各 種の金属性の媒染作用を比較す るた め既報 の如 く表6に 示 した各種 の金 属 塩 水 溶 液 を

100mlつ つ を造 った.Crは 溶 解度小 さ く0.5%で あ る.

表6.金 属媒 染 剤(Metallicmordantsfordyeingtest)

element

Ai(皿)

Cu(lb)

Sn(N)

Pb(N)

Sb(v)

Bi(V)

MP(VI)

Cr(VI)

Fe(皿)

Ni(皿)

Co(皿)

Formu?iaofsalt

K2SO4・Al2(SO4)3.24H20

CuSO4.5H20

SnC14.3H20

Pb(NO3)a

SbC13

Bi(NO3)3・5H20

(NH4)6Mo-,024.4H20

CrC13

FeC13

NiC13

CoC13

Ioniccolour

blue

green

yellow

green

blue

Gramper
100ml(%)

0

0

0

0

0

0

0

5

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

0

1

1

1

2.5.2試 験 布

水洗 した絹 布お よび綿布16×42cmの も のを それぞれ用 いた.試 験布は中性洗剤5g

を 水500mlに とか した1Lビ ー カ.一一.中に入れ,1時 間 ゆ るやかに液を沸 と うさせて布を

精練す る.水 洗 して風乾 した.

2.5.3染 色 と媒染

2.5.2の 試 験布16×42cmの ものを,2.3.2の 染 液200mlを 入 れた500mlの ビ・一一力

・一一中に浸 して,沸 と う湯浴上 で30分 間染色 し,絞 って水洗 し風乾す る.そ の染布を7×8

cmに そ れぞれ切断 し12枚 とす る.切 断 した絹布 と綿布を再 び新 たな染液 中で沸 と う湯浴

上 で30分 染 色 し,絞 って水洗 し,絹 布 と綿布 の1組 を残 して,水 を切 り半乾 きの染布を,

各 種 の媒染液 中に常温 で浸 し,か きまぜなが ら5分 間媒染 して,水 洗 の後 に絞 って風乾 し

た.

2.5.4金 属媒染 絹布の反射率曲線 と値色値

(i)ア ル ミニウムお よび銅媒染

図8に アル ミニ ウムお よび銅媒染絹布 の反射 率曲線を,表7に そ の値色値を示 した.Al

の 曲線はCuの 曲 線 の上方に あって,主 波長 は黄 色部の中央に近 く,光 沢を増 しPe(%)

も80%に せ まる.Cuは 緑 色を少 し帯 び主波長 は緑側に寄 るがPe(%)も キ ハ ダ9),ク チ

ナ シ10)お よび カ リヤス11)の銅 媒染 のそれ よりも純度 が高い.

(ii)錫,鉛,ア ンチモ ンお よび蒼鉛媒染

図9は これ らの反射 曲線を示 してい る.週 期律表の第4族 のSnとPbを 見 ると原子量

表7.ウ コ ン染絹布A1,Cu媒 染の測色値

媒 染 剤

l

U

A

C

XDYDZD

50.1053.388.28

37.8341.757.92

y

.4483.4776

.4323.4772

え♂Pe(%)

576.079.46

574.076.11
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表8.ウ コ ン染 絹 布Sn,Pb,Sb,Bi媒 染 の測 色 値

媒 染 剤

n

b

b

●1

S

P

S

B

Xvy1)z刀

51.79

48.09

53.26

49.28

X3.839.91

51.1411.04

×7.8511.09

×2.4110.89

y

.4483.4659

.4361.4638

.4358.4734

.4377.4655

λ♂Pe(%)

576.6

573.6

574.8

575.3

77.58

74.11

76.79

74.11

の 重 いPbがSnの 下 方に在 る。第5族 のSbとBiは クチナ シ媒 染や カ リヤス媒染では

黄色吸収帯附近で 曲線が交差 したが,ウ コン媒染 では緑 色部 で交わ る.値 色値 の表9を 見

るとSnとBiは 榿 を帯び,SbとPbは 緑 を帯 びた黄 色であ る.そ れ らのPe(%)は 既

報の黄染めの もの よ りも高い.

(iii)ク ロ ム,モ リブデ ン,ニ ヅケル,コ バル トお よび鉄媒 染

図10の 反 射率 曲線で鉄は最下方に在 って,表9の 測 色値 において もPe%は 低 い.Cr

とMoは 色 相は 明る くPe(%)は81%を 越 えてい る.NiとCOは 緑 を含み鉄は褐色で

90
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反60
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率

　 らむ

色
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10・
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波!<(.rlm/

図10.ウ コ ン 染 絹 布Cr,Mo,Ni,Co,Fe媒 染 の 反 射 率 曲 線

表9.ウ コ ン染 絹 布Cr,Mo,Ni,Co,Fe媒 染 の 測 色 値

媒 染 剤

α

愉
M

㏄

恥

XDYDZD

45.81

40.29

25.27

48.83

41.38

48.33

39.04

24.24

52.67

42.70

9.59

6.83

7.53

13.33

9.08

y

.4416

.4676

.4430

.4253

.4442

.4659

.4531

.4250

.4587

.4583

λ♂Pe(%)

577.8

578.3

575.3

574.7

576.9

81.25

81.42

68.14

69.64

74.11
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ある.

綿布の場合も絹布と同傾向を示 した.

2.6藍 建12)(誘 い出し)

11褐 色広 口瓶を水洗し,つ いでアルコールで洗い風乾する.徳 島産の蘂259を 乳鉢に

入れて,石 灰と木灰混合飽和溶液Ph.=11.0に 調節したもの200mlを 数回に分けて加え

て練る.こ れを順次広 口瓶に注入 し,30。CにIncubationす る.24時 間毎に1回 かきま

ぜる.仕 込後4日 後,湯 ざまし100mlを 注加し,5日 後に誘い出し原液100mlを 静かに

注入 し,6日 後に麩109を200mlの 水道水に入れて煮沸 し40。Cに 冷 した泥状液を広 口

瓶に注加 し,Ph.-10.5～11.0に 石灰一灰汁液で調節する.7日 後に内容液は泡立ち表面

に 「藍の華」が凝集する.湯 ざましを広 口瓶の肩まで満た し,石 灰粉1gを 液の表面に散

布 し雑菌の繁殖を防止する.8日 目にガラス管によって内容液を検べると液は黄色を呈 し,

短冊型濾紙片を忽ち青変 して藍建ちを確認する.既 報4)12)の1/2量の藍建ても易 くできた.

2.7藍 染めとウコン交染

2.7.1藍 染め

2.3.1の 古式精練をした試験布は7×28cmの ものを用いる.絹 布,綿 布および麻布の

3種 類である.麻 布は熱湯中に15分 間かきまぜて後水洗風乾したものである.こ れ らの短

冊型の布は7cmの 短かい部分に吊り糸をループに取 りつけて藍染めと空気晒 しの便宜を

計った.試 験布を水に浸 し絞って,藍 瓶の中に静かに漬け,吊 り糸を固定 して,5分 間保

った後に引上げる.風 通 しの良い屋上の空気にさらし,風 乾後水洗 し湿ってい る うちに

7×7cmの 染色布を切 り取った.残 余の布を再び5分 間藍瓶中に浸し,空 気に晒し水洗 し

て絞 り風乾 し7×7cmを 切断 した.

2.7.2ア イー ウコン交染

2回 藍染めを施こした試験布7×14cmの ものは,希 酢酸(1:50)中 に浸 して藍のア

ルカリを完全に除去し,再 び水洗 し,か た く絞 り半乾きのものを交染に用いた.容 量300

mlの ビーカーに2.3.2の ウコン染液80mlを 入れてビーカーを沸とう湯浴中に保ち,染

布を投入 して10分 間浸漬 して取出す.絞 って水洗 し風乾し7×7cmを 切 り取る.余 りの

布を再び前回同様に処置 して,ア イー ウコン交染布をそれぞれ2枚 宛を得た.交 染布はす

べて緑染布である.

2.8藍 染めおよび緑染め染布の反射率曲線と測色値

2.8.1絹 布の反射率曲線と測色値

図11の 反射率曲線の実線は藍染め,破 線は交染による緑染めのものである.絹 は既報の

如 く藁中の藍 とその関連する色素を良く吸着してその色相は渋いものが あ る.主 波 長 は

494nm,表10のPe(%)は 小さくなっている.交 染布の主波長は570nmに なって緑に黄

を含む.本 図は青 と緑の波長の変化が明らかに認められる.

2.8.2綿 布の反射率曲線と測色値

表10.絹 布藍染およびアイウコン交染の測色値

染色 回数

1

皿

ン

ー

ン

∬

コ

コ

ウ
染
ウ
染

染

染

一

一

イ
交
イ
交

藍

藍

ア

ア

XDYDZD

19.9522.7127.87

14.1716.2219.31

19.0223.935.09

21.2325.354.51

ツ

.2829.3220

.2851.3264

.3959.4982

.4155.4963

λ4Pe(%)

493.710.48

493.65.50

567.672.03

569.878.53
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表11.綿 布 藍染およびアイーウコン交染の測色値

染 色 回数

ン

ー

ン

∬

1

∬

コ

コ

染
染

曝

↓
染

藍

藍

別
交
別
交

XDYDZD

15.0817.0827.82

9.5610.8418.71

9.5512.5510.16

11.6615.0910.90

y

.2514.2848

.2445.2772

.2958.3894

.3096.4009

λdPe(%)

484.58.94

483.628.70

536.716.67

547.649.10

綿布の反射率曲線は破線が実線を540nm付 近で上に出ている.木 綿の藍染めは濃 く,

緑染布は絹よりも深 く染まる.図12と 表11に 如実である.

2.8.3麻 布の反射率曲線と測色値

麻布の反射率曲線は図13に見 られるように底部にゆるやかなカ・一一ブを画き,藍 染め も緑

染めもきわめて濃 く染まっていることを示す.表12の 藍色の主波長は480nmで あり,緑

反60

射

率

50'
O
)

20一

藍1

藍II

交 染1

460500540580620660700740

波 長(nm)

図13.藍 染 お よ び アイ ー コ ン交 染 麻 布 の反 射 率 曲線

表12.麻 布 藍染およびアイーウコン交染の測色値

染 色 回数 YD YD ZD y 4
λ Pe(%)

藍 染17.408.3814.69.2429.2751483.629.31

藍 染 皿5.11

ア菱『稟コ
15.38

ア菱一棊留7
.・6

5.54

7.09

9.35

10.76

5.96

6.52

.2387.2588480.131.97

.2918.3848534.215.61

.3108.4016549.822.84
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色の主波長は550nm付 近で最も深い緑を示 している.

3.実 験結果と考察

3.1ウ コンの染着因子

ウコソは クルクミソを主成分とする色素の含有が多い.(メ タノール抽出分=33.16%)

さらに水溶性粘質物は澱粉およびアラボ ・ウロソ酸で構成するペ クチン質である.色 素に

伴なう,こ れ らの多糖質は染色の助剤となっている.

3.2金 属塩の媒染効果

ウコンの金属塩による媒染はキハダ,ク チナシおよびカ リヤスなどの黄色染めのものに

較べてPe(%)が 格段に高い.こ れが大きい特色である.週 期律表の3族,4族 および5

族のものの色相は原子量の大きいものが濃度が深い傾向が認められる.6族,7族 および

8族 のものはイオンの色の淡いものが濃色を与える.

3.3藍 ・ウコン交染

古代メソポタ ミアお よびエジプ トで緑染めに藍 とウコソの交染を行なった事は知られて

いる.藍 染めはアルカ リ液にイソジゴ成分を溶解 して布に染着させ空気酸化を行な う故に

過剰のアルカリが繊維に吸着されている.ウ コソはアルカ リに鋭敏で赤変するから,鮮 明

な緑に染めるにはアルカ リを除 くことが不可欠な操作である.本 研究では交染の直前に酢

酸によってアルカ リを中和 し,水 洗 してから染色した.古 代文明国では紅染6)と 同じ様 に,

果実の酸をこの目的に使い,次 第にVinegarに 移 した と考察する.

終 りに当 り,色 彩測定に機器使用の便宜を与えらた住友工業株式会社大阪製造所色彩研

究室 村田幸男課長に厚 く感謝の意を表します.ガ ズクロマ ト分析は本学助教授藤原剛博

士の労を得た.感 謝します.
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Summary

Turmeric(curcumalongsL.)isthenamegiventotherootofTropicalEastIndian

Plant.Itcontainswatersolublematterwhichiscurcuminstarchandpecticsubstance.

Thispecticsubstanceconsistsofglucuronicacidandarabinose.一 一Arabo-uronate.

Thesepolysaccharidessurrelyactasadyeingauxilliary.

Dyeingtrialwithbothturmericandmetalsaltsemployingmordantedsilkclothgave

thevariousshades.Thefollowingdeductionsmaybemadefromthesetestsofthe

coloredclothes.

(1)Inthe3th,4thand5thofperiodictablescolordevelopsastheatomicweight

increases.Thesequenceofcolordevelopmentisparallelwithyellowandorange-

yellow.

(2)Inthe6th,7thand8thgroupmetals,weakcolorionelementshowmuchcolor

deepdevelopment.

(3)AllmordantedsilkclothshowshighPe(%).


